
～東京の農業のIさたらき・大切己を考えよう～

東京の農地では、野菜や果物、卵や

牛乳など、新鮮で美味しい食べ物が作

られ、牛や豚・にわとり等も飼育されて

います。花や植木など、生活に必要な物

も生産されています。

東京では、気候や、地域の特色を活かして色々な食べ物を作っています。

東京で一番多くの面積で作られている野菜は、コマツナです。コマツナは

東京で古くから作られている野菜で、東京の色々なところで作られています。

東京の農地は毎年、l年間に約柑0ヘクタールず

つ減っています。100ヘクタールで大根を栽培

したら1300万本収穫できます。なんと、東京

に住んでいる赤ちゃんから、おじいちゃん、おば

あちゃんまでl本ずつプレゼント出来るのです。

地域で生産したものを、その地域で食べよう

という取り組みを　r地産地消」と言います。

その取り組みとして、東京で作られた農作物

はそのまま売るだけではなく、学校給食とし

て利用されたり、加工して販売されています。
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ビルや住宅、コンクリートが多い東京では、夏

はとても暑くなりますが、東京の農地の土や緑

は、都市の気温の上昇を抑えてくれます。

輌輌銅普

自然とのふれあいの少ない東京

では、農業を体験することができ

る体験農園や市民農園は身近に

食や農を学ぶことが出来る責重

な場所です。また、地域の人や

農家と交流できる場です。

その他にも、東京の農地は鳥や昆虫などの

生き物のすみかとなり、様々な生き物が暮

らしています。さらに、農地の緑は、

住宅街に花畑が広がる風景などゆとりのあ

るまちなみをつくりだします。

東京では空き地が少なく、住宅の中にある農地が、

災害の時に避難場所となります。建物が崩れたときに

被害を受けにくく、避難してきた人の命を守ります。

火事が起きたときに火が広がるのを防ぐ役割もあります。

災害時に使用できるように農業用の井戸があったり、ビ

ニールハウスでは炊き出し訓練なども行われています。

還蒜を違っている　蒜の蒜は、窟たちの違芸に蒜繁華び禁撃で品霊欒を蒜三 
とうきょう　のうぎょう　ちゆうもく　　ています。環境・景観を守る役割、地域との交流の場としての役割、災害から守 

．乗声の農業に注引！る還鼠としての蒜竃など、窟たちの茎芸に芙きな蒜義を墓たしています。 
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